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改善報告書 

 

令和８年７月１日 

 

１．大学名：芦屋大学 

 

２．認証評価実施年度：令和５年度 

 

３．「改善を要する点」の内容 

基準項目：３－１ 

○学位論文の審査においてその客観性及び厳格性を確保するため、満たすべき水準、審査

委員の体制、審査の方法、審査項目等の基準を設定し、ホームページで公表するよう改善

を要する。 

 

４．改善状況及び結果 

基準項目３－１について 

学位論文審査における客観性及び厳格性を確保するため、満たすべき水準、審査委員の

体制、審査の方法、審査項目等の基準については、認証評価での指摘を受け、速やかに大

学院委員会において検討を行い、明文化した。【資料 3-1-①】 

本基準は、当該年度の学生から適用するため、適用日を 2023 年 4 月 1 日として運用を

開始している。また、これに伴いホームページでの公表【資料 3-1-②】も完了した。なお、

明文化した基準の主な内容は以下の通りである。 

1.審査委員の体制 

主査 1名、副査 2名以上の計 3名以上で構成し、必要に応じて他大学院等の有識者を加

えることができる旨を定めた。 

2.審査の方法 

修士・博士それぞれに審査期限（修士は学期末まで、博士は原則 1 年以内）を設けた上

で、論文審査と口頭試問（博士は筆記含む）による総合評価を実施することとした。さら

に、合格判定にあたっては、論文発表会での質疑応答を経ること、および大学院委員会に

おいて出席者の 3分の 2 以上の賛成を必須とすることを明文化し、手続きの厳格化を図っ

た。 

3.審査項目（満たすべき水準） 

博士論文については問題意識の明確さや先行研究の検討、独自性や学術的貢献など 8 項

目、修士論文については独創性、論理性、研究方法、表現力、応答力の 5 項目からなる具

体的な審査基準を設定した。 

4.学位授与の決定 

論文審査の合格に加え、修学状況や専門分野の学力・学術的業績を総合的に審査し、大

学院委員会において判定することを明記した。 

 

５．エビデンス（根拠資料）一覧 
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基準項目３－１の資料 

・【資料 3-1-①】令和 5(2023)年度 第 9回大学院委員会議事録（抄） 

・【資料 3-1-②】学位論文の審査方法と基準について grd_gki_kijyun.pdf 

 

 


